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論 文
内
容 要
旨
 ノカルジア症は主として熱帯地方に多い疾患で,本邦に於てはその症例も少いのであるが,そ
 れだけに病原性ノカルジアについて知られるところは甚だ少いと云わねばならない。既に今世紀
 の初めから本邦に於ても病原性好気性放線菌の分離・'同定が試みられているものの,ノカルジア
 の個々の種の特性が詳細に検討され,明かにされたのは最近10年来のことであり,従って戦前
 の症例に就てはその同定を今日の分類基準に基いて検討し直すことが困難である。また従来熱帯
 地方以外の地域のノカルジア症は,主として恥cardiaa8teroide8によって起るとさ
 れ,本邦の症例からの分離菌も,殆んどすぺてN.a日七erQidesと同定されて来たが,近年
 N.a8teroide8とされている菌株の中には,N.caviaeなる別種の菌が混同されている
 事が少くないことが指摘され,従来の同定を再検討する必要が生じて来た。殊に本邦に於ては
 N.a8七eroiaes以外の菌も少数認められてはいるが,その同定はいずれも国内で行われ
 たものでは左い。そこで病原性ノカノレジアの保存株を広ぐ蒐集し,そ'の形態学的,生理
 学的性状を再検討して,個々の種の特性を明確にし同定を再検討する意図を以って以下の研究
 を行った。
ロ
 窪.形態学的観察ニサブ・一ブドウ糖寒天培地上の巨大集落の形態並びに発育状態を25C並
の
 びに57Gに於て観察した。集落の形態は同r種内に於ても,菌株によ動また培養温度により
 甚だしく変動を示す為,集落の形態からのみ種を決定することは難しい。一般に集落の形態並び
ロ
 に色調は25e培養でより特徴的である。基本的な集落の形状は凡そ次の如く要約出来る。N.
の
 as七eroide8は570でより発育良好で,黄燈乃至橙黄色,稀して濃笹色。表面は脳回転状,
 類粒状或は不規則な放射状を呈し,乾燥。屡々気中菌糸を生ずる。培地内には深く侵入しない。
ロ
 N.bra8ilien8i8は25eでより発育良好で,黄褐色乃至淡褐色。薄い層状構造を積上げ
 た如き塊状,または放射状級躾を有し,培地内に深く侵入して発育する。気中菌糸の形成は菌株
つの
 により差異がある。N.caviaeは25e,57eに共に発育良好で淡橙色,硬く,充実し,表
 面網状をなし,著明な気中菌糸の形成を認めることが多い。培地内の発育は中等度。N灘ad-
 uraeはクリーム色。網状構造に密に被われた半球状,や、湿性・粘欄。N.paraguayenデ
 8i8は濃褐色,周辺部黄褐色,扁平に拡がり表面粗な網状。鰍peユle七ieriは暗赤～桃色
ロ
 湿性。半球状に盛り上り,密な脳回転状外観を呈す。この5菌はいずれも発育が腰髄で,25C
 に於てより良好。N.80皿alien8i6は速かに発育し,57。Cでより良好,湿性,軟。中心部黒
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 撫
、
 緑色,網状,周辺黄褐色で,盛り上ることが少い。
 スライド培養による菌糸の顕微.鏡的形態は菌種により著しい差異はない。N.a帥eroid∂8
 からN.caviaeまでの3菌は,著明な菌糸の桿菌状或は球菌状の断裂を示し,N.paraguaye-
 nsi8にも軽度の断裂を認めた。他の5菌に断裂はなレ・。N.astero楓esでは,胞子の
 形球を認めた菌株があった。好酸性染色はノカルジアの鑑別上の一つの有力な基準とされている
 が,N.a8teroiαegに於ても非抗酸性を示す株が認められた。N.madUrae以下の4菌
 は非抗酸性である0
 2.生理学的観察:種々の窒素源並びに炭素源として¢物質の分解能を検討した。廿カゼイン培地では,N.
 &8七eroide8及ひN.caviaeのみがこれを分解せず,他の菌はこれを分解して透明環を生
 ずる。この性質には菌株による例外がな(,種の判別上重要である。リトマス牛乳培地でみ・ると,
 共に非凝固性であるが,N.caviaeでは1」トマスの色調がや＼アルカ1)性に傾くのに対し,魏.
 a8七eroidesは不変であった点で多少鑑別可能である。ゼラチンの液化をみる方法は,従来
 これを液化せぬものと考えられていたN.as右eroiαe8中にも液化株があり,培養温度により
 結果が不定である為,分類基準としては用い難い。0.4%ゼラチン培地ではN.a8teroエd・es
 及びN.eaviaeのみがこれを分解せず,培地のpHが酸性に傾くめに反し,他の菌はこれを分
 解し・pHはアルカリ性に傾く。使用菌株に関する限りは例外はなかった。チ・ジンの分解は・
 N.asteroi且e8では起らないとされているが,被検株申4株は陽性を示し,結果が不定であ
 った。キサンチンはN.caviae及びN.paraguay8nsi8のみが分解する、点特異で,
 分類基準としてN.aseroide8とN.Cavinaを鑑別する上に有用であった。ヒポキサンチン
 は薗.a8teroi母e8及びN.80malien8i3のみが分解しない。15種の糖の分解を検し
 たところ,ブドウ糖,グリセ・一ルはほy全株がよく利用し,マンノース及び果糖も広く利用さ
 れた。ガラクトースはN.brasiユiensisが最も.よく分解し,イノシトール及びマニトール
 はN.caViaeレN.bra8ilien8i8に利用されるが,例外が認められたoN.paragUayen3i8は
 分解能の巾が広く注目された。以上の結果から,カゼイン及びキサンチンの分解能を検すれば,
 主要病原菌たるN.a8teroide8,N,bra8ilien8is及ひN.caViaeの5者の鑑別が
 出来,N.paraguayen8i8もこれにより同定出来る。N.bra8iユiensi8はこの他にガ
 ラクトースの利用を検すればN.ma伽rae,N.pe■■eUerちN.so釦a!ienBiBからは区別出
 来るが,残る5菌を相互に鑑別することは生理学的性状のみからは難かしい。
 以上の方法による検索の結果,本邦に産してN.a8七eroiαe8とされていた菌株中にN.Ca-
 viaeの3株を見出した。内2株は戦後国内で菌種から分離されたもので,当初よりN、c卿iaa
 と同定されていた1株を加えると,本菌は本邦に於ては,聾.as1;eroid8に次いで頻度の高い重要病
 原性ノカルジアであることが認められた。尚歯腫よりの2株は,世界に於ける第4,第5株に当る。
 ゑ螢光抗体法による観察:以上により同定した菌を抗N.a6むeroid.e臼螢光抗体を用い直
 接法により染色した。その結果N.a8むeroiαeS,図.Caviae,N.br鎚皿ien8i8を他の菌から区別す
 ることは可'能であるが,この方法によりこれらろ菌を鑑別することは出来なかった。
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 審査結果の要旨
 病原性ノカルジアは分離株力=比較的少なく,詳細な分類学的研究の始められたのは近年である。
 特に本邦にむいては系統的な研究は行なわれたことがない。しかろにわが国においてはその分離
 が次第に増したが,不完全な分類法に基づいて本邦人によってすべてがNocardiaa8te}
 roiαe$と称されている現在,ノカルジアの分翅を確定することは必要事である。著者は本邦
 に存する殆んど全部の保存株25を蒐集し,その各々について培養的,顕微鏡的,生理学的,螢
 光七L体法的険索を試み,ノカルジア属の在来の分類を検討した。
 培養的には夫々の菌.瞳は特徴を示すが,甚だ特異の性状を示す少数の菌種を除いては,形態的
 変化の幅が広く,培養のみで繭.憧を定めることは困難である。培養の顕微鏡的所見においては三児
 われる特徴の数が少なく,これによつても分類は不可能であろ。生理学的には菌.態によって明瞭
 な特性を示づ一ことか多く,他の∫待似を参考を(二す'れは,ノヵルジア張を分類し紹・ること力廻月らかに
 なった。螢光抗体法と抗齪歯穿{色ぞ去も1貞稲蝦鑑別には適しフよい。
 脊r顎.随の特・1生を述べるとと尺のi直りである。
 形態学的特1生を挙げると,1)N、a謬右eroides二25℃1(て発育良,‡貶して1麗1登色を呈し,
 表面は脳廻転状,頼粒状,培地をq黒く侵入しない,2)N、bra8niensis:25。,5プ(〕
 にて共に発育良,褐色を.呈し,層状の塊ないし脳廻転状皺襞を形成,培地に蘇く侵入する,ろ)
 N.ca▽iae:250,57℃にて共に発育良,淡橙色を』呈し,集落は硬く,表面は網状,培地
 内侵入は中等度,4)N.maαurae:発育緩慢,クリ・一ム色を呈し,半球状に隆起,湿性,粘
 稠,表面は網状,5)N.paraguayelユsi6:発育緩慢,集落は扁平,濃褐色,辺縁α)み黄褐
 色,表面は網状,6)N.SOmaUピnsis:57℃にて発育良,集落は湿性で軟,中心は黒緑
 色を示し,表面は網状。
 生理学的性状は,1)カゼイン:N.a3teroidg8とN.ca五aeとのみが分解しない,
 2)ilトマス:N.asteroidegは不変,N,ca)iaeはアルカil性化,この両菌の分類に
 有.F月,5)ゼラチン:N,a3七eroi且esとN,ca▽iaeとのみ液化p4)キサンチン:N.ca一
 ▽iaeとN.paraguayon3i8とのみカ{分・兵卒,5)ヒポキ・サ'ンチン:N.a臼七eroidesと
 N.εomaユiensisとのみが分・解しない,6)15種のll冶¢)分プ軽を検したが,ガラクトースを
 分解するのはN・bra呂iliensi自とN.parag;ua,y'en8isとのみ。
 以4二の生理学的性質の組合わせに形態学的特性を参考にすれば,ノカルジア各菌種の分類は容
 易である。特・に5主要病原菌N.a8七〇roi己gs,N.bra8i■iensis,N.ca▽iaeの鑑別
 ぽカゼイン,キサンチンの分解能によつて甚だ簡単に行なえる。以上の方法によって戦後本邦に
 産しト1.as七eroi己esと同定された菌の中に2株のN.ca▽iaeを見出した。従って本邦ノカ
 ルジァ症.の病原菌はN、a8七eroide8に次いeN.Ca▽iaeである。
 城土,Fに、ll}文は学位を授与するに値するものと認める。
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